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後の残留 Pd量が<1〜2 ppm となる解析結果に着目し、反応後の触媒を詳細に調査したところ、固定化
NHC 配位子から脱離した Pd が Pd(0)粒子（Pd ブラック）となり担体上に再担持していることを実験によ
り明らかにしている。著者は得られた知見を考察し、反応終了後、新たに Pd 源を追加することで IPrSi-



























 平成 31 年 ４月 1１日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者の論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、筆者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
